
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

絆
喪
失
時
代
に

　

　
　

　
　

「

宗
教
」

お

け
る

宗
教
運

動
の

課
題

を

人
々

の

「

痛
み
」

の

側
に

ど

う
開
い

て
い

く
の

か
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渡
　
辺

　
順

　
一

〈
論
文

要
旨
〉

　
近

年
の

円

本
社
会
の
、

人
と
人
と

の

繋
が
り
の

希
薄
化
は
、

地
域
社
会
に
伏
在
し
て

い

る
多
様
な
問
題
群
の

可
視
化
と
、

そ
れ
ら
へ

の

　
社
会
的

支
援
を

困
難
に

し

て

い

る
。

こ

の

よ

う
な
「

生
き
づ

ら
さ

」

に

満
ち
た
、

命
を
支
え
合

う
絆
が
喪
失
し
た

時
代
の

な
か

で
、

宗
教
者
達
が
果
た

　

す
べ

き

役
割
は
、

同
時
代
の

人

々

の

「

痛
み
」

と

の

繋
が
り
を
形
成
し
て

、

そ
れ
ぞ
れ
の

宗
教
施
設
を
地
域
社
会
変
革
の

拠
点
に

創
り
変
え
て

い

く
こ

　
と

で

あ
る

。

諸
宗
教
の

教
団
制
度
の

内
側
に

は、

発
生
段
階
で

の

経
験
が

、

近

代
の

共
同
体
枠
組
み

を
脱
し
て

い

く
「

集
合
的
な
記

憶
」

の

装

置
と
し

　
て

埋
め

込
ま
れ
て

い

る
。

そ

し
て
、

現
代
を
生

き
る

宗
教

者
達
の

様
々

な
社
会
支
援
の

試
み

は
、

「

宗
教
」

の

側
か

ら
の
一

方
的
な

「

社
会
貢
献
」

に

　
止
ま
ら

ず、

「

痛
み
」

の

側
か
ら

「

宗
教
」

の

絆
そ

の

も
の

を
問
い

直
し

、

初
発
の

共
同
性
の

記

憶
を

再
活
性
化
さ

せ

て

い

く、

宗
教
者
自
身
の

覚
醒

　
の

契

機
と
も

な
っ

て

い

る
。

〈
キ

ー

ワ

ー

ド

〉
　
ホ

ー

ム

レ

ス

支

援、

野

宿
者

、

排
除、

地
域
社

会
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は

じ

め

に

　

近

年
の

日
本
社
会
の

、

人
と

人
と

の

繋
が

り
の

希
薄
化
は

、

地
域

社

会
に

伏
在
し

て

い

る

多
様
な

問
題
群
の

可

視

化
と

、

そ
れ

ら
へ

の

社

会
的
支
援
を

困
難
に

し
て

い

る
。

そ
し

て
、

そ
の

人
間
の

孤
立

化
、

社
会
全

体
の

流
動
化
の

状
況
は

、

経
済
格
差
・

貧
困
拡
大
と

も

連
動
し
て

、

職
と

住
居
を
剥

奪
さ

れ
た

若
年
層
の

「

ホ

ー
ム

レ

ス
」

化
や
、

中
高
年
層
の

「

過

労
死
」

「

自
死
」

の

増
加
の

要
因
と

も
な
っ

て

い

る
。
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そ
れ

で

は
、

こ

の

よ

う
な

「

生

き
づ

ら

さ
」

に

満
ち
た

、

命
を

支
え

合
う
絆
が

喪
失
し

た

時
代
の

な
か

で
、

「

宗
教
」

（

宗
教
者

、

宗

教
施
設

、

宗
教
文
化）

が
果
た

し

得
る

役
割
と

は

何
で

あ
ろ

う
か

。

神
社
神
道
や

仏
教
な

ど
の

「

伝
統
宗
教
」

も
そ
う
で

あ
る

が
、

と

り
わ

け
幕
末
維
新
期
か

ら

現
代
に

至

る

閲
、

日

本
近

代
の

歩
み
と

共

に

教
団
形
成
を
お
こ

な
っ

て

き
た

「

新
宗
教
」

諸
教
団
は

、

近
代

化
の

出
発
時
点
で

翻
訳
言
語
と
し

て

発
明
さ

れ

た

「

宗
教
」

と

い

う
概

念
枠
組
み

を
、

自
ら
の

共
同

体
を

国
民
国
家
の

構
成
物
に

編
制

し

て

い

く
上
で
の

当
為
と

し

て

受

け
入
れ

、

「

近

代
（

宗
教）

に

な
る
」

と

い

う
大
き
な
物
語
の

な
か

で

再

帰
的
に

自
己
組

織
化
を

果

た

し
て

き
た

。

こ

の

こ

と

は
、

一

面
で

は
、

こ

ん

に

ち

様
々

な

共
同

体
が

経
験
し

て
い

る

揺
ら

ぎ
や

組
織

疲
弊
・

閉
塞

化
の

状

況
を

「

宗
教
」

も
ま

た

共
有
せ

ざ
る

を

得
な
い

一

つ

の

理

出
と

な
っ

て

い

る
。

し

か

し

他
面
で

は
、

そ

の

「

近
代
（

宗
教
）

に

な
る
」

こ

と

へ

の

主

体
的
努
力
の

歩
み

そ

れ

自

体
が
、

凵

本
の

諸
教

団
が

容
易
に

「

宗
教
」

に

な

り
得
な
い

で

い

た
こ

と

の

証
し

で

も

あ
る

。

す
な

わ

ち
、

諸
宗
教
の

教

団
制
度
の

内

側
に

は
、

発
生
段
階
で
の

経
験
が
、

近

代
の

共
同

体
枠
組
み

を
脱
し
て
い

く
「

集
合
的
な

記
憶
」

の

装

置
と
し

て

埋
め

込
ま

れ

て
い

る
よ

う
に

思

え
る

。

そ
し
て

、

現
代
を
生
き
る

宗
教

者
達
の

、

同
時
代
の

人
々

の

「

苦
」

や

「

痛
み
」

と
の

繋
が

り
を
形
成
し

よ

う
と

す
る

様
々

な
試
み
は

、

「

宗
教
」

の

側
か

ら

の
…

方
的
な

「

社
会
貢
献
」

に

止

ま

ら
ず

、

「

痛
み
」

の

側

か

ら

「

宗
教
」

の

絆
そ
の

も

の

を

問
い

直
し
、

教
団
制
度
に

埋

め
込

ま
れ
た

初

発
の

共

同
性
の

記

憶
を

再

活
性

化
さ

せ

て
い

く
よ

う

な
、

宗
教

者
自
身
の

覚
醒
の

実
践
的
契
機
と

も
な
っ

て
い

る

よ

う
に

思
え
る
の

で

あ
る

。

　

報
告
者
は

、

金
光
教
教
学
の

立

場
で

、

金
光
教
祖
（

金
光
大
神
）

が
幕
末
維
新
期
に

始
め

た

金

光
教
の

初
期
宗
教
運
動
を
研
究
し
て

き
た

。

そ

し
て

現
在
で

は
、

地
方
教
会
長
と

し
て

在
籍
教
会
で

布
教
活
動
に

従
事
す
る
一

方
で
、

宗
教
・

宗
派
を

越
え
た

宗
教
者
達
や

労
働
福
祉
な
ど

様
々

な

非
宗

教
セ

ク
タ

ー

の

人
々

と

共
に
、

「

生
き
づ

ら

さ
」

を
抱
え
た

人
達
を

支
え

る

社

会
資
源
の

ネ
ッ

ト

ワ

ー

キ

ン

グ

と

新
た

な
発
掘
を
課

題

と
し

た
、

「

支
え

合
い

の

ま
ち
」

づ

く
り
の

活
動
（

大
阪
希
望

館
、

支

縁
の

ま
ち
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
）

を

推
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絆喪失時代に お ける 宗教運動の 課題

進
し

て

い

る
。

　

本
論
の

第
一

章
で

は
、

上

記
の

社
会
活
動
に

関
与
す
る

き
っ

か

け
と

な
っ

た
、

大
阪
市
西
成

区
に

あ
る

旦
雇
い

労
働
者
の

街
「

釜
ケ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
〔
1）

崎
」

（

通
称。

公

称
で

は、

あ
い

り
ん

地
区）

で

の
、

「

ホ

ー
ム

レ

ス
」

問
題
と
の

出
会
い

に

つ

い

て

述
べ

る
。

報
告
者
は

、

二

〇

〇

三

年
か

ら
「

ω
o
巳

ぎ

釜
ケ

崎

　
野

宿
者
問
題
を

考
え
る

宗
教

者
連
絡

会
」

蕗
称
ソ

ル

カ

マ
）

と

い

う
超
宗
教
の

任
意
団

体
を

結
成
し

、

「

炊
き

出
し

」

や

「

夜
ま
わ
り

」

な
ど

の

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

に

参
加
し
な
が
ら

、

講
演
会
や

学
習
会
活
動
を

継
続
し
て

き
た

。

第
一

章
で

は
、

膨

大
な

野

宿
者
達
が

都
市
に

溢
れ
て

い

た

二

〇

〇

三

年
当
時
の

状

況
を

振
り
返
り

、

「

ホ

ー

ム

レ

ス
」

問
題
か

ら

「

宗
教
」

が

ど

う
問
わ

れ

て

い

た

の

か
、

を

論
じ

る
。

第
二

章
で

は
、

金

光
教
相
と

発
生

段
階
で

の

金

光
教

団
を

事
例
に

取

り
上

げ
、

維
新

期
の

社

会
編
制

過
程
で

惹

起
し

た
、

「

難
渋
者
」

と

の

繋
が

り
を

め

ぐ
る

地

域
社
会
と

初
期
教
団
と

の

軋
轢
の

問
題
や

、

近

代
的
「

職

業
」

と

し

て

の

「

宗
教
」

の

成
立
の

問
題
を

論
じ

る
。

そ

し
て

最

後
に

、

現
在
進
め

て

い

る

「

支
え
A
冂

い

の

ま
ち
」

づ

く
り
の

活
動
を

紹
介
し
、

そ

こ

か

ら

改
め

て

宗
教
運

動
の

課
題

を

問
う

。

　
　
　
　
一

　
「

ホ

ー

ム

レ

ス
」

問

題
の

視
角
か

ら

「

宗
教
」

を
問
い

直
す

　
　
　
　

　
　
　
（
2）

　
1
　
「

排
除
型
社
会
」

に

お

け

る

「

宗
教
」

の

絆

　
も

と

も

と

近

代
と
い

う
時

代
の

経
済
シ

ス

テ

ム

は
、

人
間
を

代
替
可
能
な

労
働
力
の
一

つ

と

し
て

編
成
す
る

こ

と

に
よ
っ

て

稼
働
し

て

き
た

の

で

あ
る

が
、

そ
れ

で

も
近
年
ま
で

は
、

大
企

業
で

あ
れ
ば

終
身
雇
用
に

よ
っ

て

社
員
の

生

活
を

生

涯
保
障
し
よ

う
と

す
る

な

ど
、

日

本
の

会
社
組
織
は
家

族
関
係
を
モ

デ
ル

と

す
る

緩
や
か

な
絆
に
よ
っ

て

成
り
立
っ

て

き
た

。

し
か

し
、

冷
戦
体
制
崩

壊
後

、

急

速
に

世
界
全
体
を

覆
う
よ

う
に

な
っ

た

グ
ロ

ー

バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ

ン

は
、

西
欧
や

日

本
な
ど

の

資
本
主

義
先
進
国
内
部
に

労
働
市
場
の

空

25 （859）
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洞
化
を

引
き
起
こ

し
、

雇
用
環
境
の

悪

化
と

失
業
者
の

増
加
を
招
く
よ

う
に

な
っ

た
。

一

九
九
〇

年
代
後
半
か

ら

顕
在
化
し

た

日

本
の

野
宿

者
問
題
は

、

そ
の
一

つ

の

現
れ
で

あ
る

。

　

高

度
経
済
成
長

後
の

H
本
社
会
に

あ
っ

て
、

野
宿
生
活
（

ア

オ
カ

ン
）

を

す
る

人
々

は
、

釜

ケ
崎
や

山

谷
な

ど

の

「

寄
せ

場
」

（

建

築

旦
雇
い

労
働
市
場
で

あ
り

、

労
働
者
の

居
住
地
域
）

に
は

見
ら
れ
た

が
、

そ
れ
ら
「

寄
せ

場
」

空
間
自
体
が

「

市
民
社
会
」

か

ら

は

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

（
3）

隔
絶
さ

れ

る

よ

う
な
形
で

政

策
的
に

囲
い

込
ま
れ

て

い

た

が
故
に

、

長
年、

「

寄
せ

場
」

以

外
の

住

民
達
に

可
視
化
さ

れ

る

こ

と

が

な

か
っ

た
。

野
宿
者
達
は

、

豊

か

な
日

本
社
会
の

な
か

に

あ
っ

て

は
、

あ
り
得
べ

か

ら
ざ
る

存
在

、

見
え
な
い

人
々

だ
っ

た

の

で

あ
る

。

そ
れ
が
バ

ブ

ル

崩
壊
後
の

建
設
不
況
を

契
機
と

し

て
、

ア

ブ

レ

に

よ

る

ア

オ

カ
ン

状
態
が

長
期
化
し

た

高
齢
労
働
者
達
が

「

寄
せ

場
」

か

ら

市
内
各
地
に

溢
れ

出
し

、

ま
た

建
築
労
働

者
以

外
で

も
リ

ス

ト

ラ
・

倒
産
な
ど

に
よ
っ

て

野
宿

者
化
さ

せ

ら

れ

た

人
々

が

急
増

し
、

公

園、

駅
構

内、

ガ

ー

ド
下

、

道

路
脇

、

河
川
敷
な

ど
、

地
域

住
民
や

通
行
人
の

目

に

触
れ

る

場

所
に

姿
を

現
す
よ

う
に

な
っ

？）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5）

た
。

都
市
問
題

と
し

て

の

野
宿
者
問

題

は
、

労
働
市

場
か

ら
の

排
除
の

問
題
で

あ
る

と

同
時
に

、

「

市
民
」

の

私

的
・

公

的
な

生

活
空

間
で

あ
る

地

域
社

会
の

「

内

部
」

に

生

き
て

い

る

と

自
己
認

識
し
て

い

る

圧

倒
的

多
数
の

人
々

と
、

そ

れ

ら
の

人
々

に

よ
っ

て

「

外

部
」

・
「

周
縁
」

部
分
か

ら

「

内

部
」

に

進

入
し

て

き
た

と
見
な
さ
れ
た

人
々

（

マ

ス

コ

ミ

に
よ

る

呼
称
は

、

当
初
は

「

浮
浪

者
」

で

あ

り
、

今
口
で

は

「

ホ
ー

ム

レ

ス
」

）

と

の

間
に

発
生
し

た

軋
轢
の

問
題

、

す
な
わ

ち
生

活
牢

問
・

居

場
所
を

め

ぐ
る

両

者
の

摩
擦
の

問

　

　
　
　

　
　
　

　
　（
6）

題
で

も
あ
っ

た
の

で

あ

る
。

　

そ

れ
で

は
、

当
時
の

野

宿
者
問
題
が

、

こ

の

よ

う
に

場
所
を
め

ぐ
る

人
々

の

間
で

の

対
立

と
、

人
々

に

よ

る

社
会
的
排
除
の

問
題
と

し
て

現
象
し

て

い

た

と

す
る

な
ら

ば
、

地

域
社

会
内
で

そ

れ

ぞ

れ

の

宗
教

活
動
を

営
む

諸

宗
教
の

宗
教

者
や

宗
教

施
設
（

神
社

、

寺

院
、

教
会
）

は
、

そ
の

コ

ン

フ

リ

ク

ト
の

関
係
性
の

な
か
で

、

ど

の

よ

う
な

人

や

場
所
と

し

て

立

ち

現
れ

た

だ
ろ

う
か

。
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こ

ん

に

ち
で

も

同
様
で

あ
る

が
、

キ

リ
ス

ト

教
以

外
の

殆
ど
の

宗

教
は

、

野

宿
者

支
援
の

活
動
に

積
極

的
な
関

与
を

示
さ

な

か
っ

た
。

何
故
そ
う
な

の

か
。

釜

ケ

崎
に

お
い

て

も
、

キ

リ
ス

ト

教
は

社
会
的
支

援
も
し

く
は

伝
道
に

お
い

て

積
極
的
な
活
動
を

展
開
し

て

　（
7）

い

る

が
、

そ
れ

以

外
の

宗
教
団
体
が

組
織
的

に

地
域

参
入

し

て

い

る

例

は

な
い

。

ソ

ル

カ

マ

に

集

う
新
宗
教
・

仏
教
の

宗
教

者
達
や
、

磯
村
健

太
郎
が

『

ル

ポ

仏
教

、

貧
困
・

自
殺
に

挑
む
』

（

岩

波
書
店、

二

〇

三

年）

で

紹
介
し

た

反
貧

困
に

取
り
組
む

僧
侶

達
は

、

何

れ

も
個
々

の

信
仰

的
自
覚
と

責
任
に

お
い

て

活

動
に

参

与
し

て

お

り
、

そ
れ
ぞ
れ

の

教
団

内
で

は

少

数
派
に

属
し

て

い

る
。

野

宿
者

（

「

ハ

ウ

ス

レ

ス
」

）

問

題

を

始
め

、

多
様
化
し

広

範
化
す
る

生

活
困
難
者
・

孤
立

者
達
の

存
在
を

も
広
く
視
野
に

入

れ

た

広

義
の

「

ホ

！
ム

レ

ス
」

問
題
は

、

キ

リ
ス

ト
教
以
外
の

諸
宗
教
に

お
い

て

は
、

教
団
が

真
正

面
か

ら

取
り
組
む
べ

き

宗
教
的
課

題

と

し

て

は

認
識

さ

れ

て

い

な
い

の

が

現
状
で

あ
る

。

支
援
活
動
に

関
わ

る

僧
侶
や

新
宗
教
の

信
仰
者
達
の

多
く
は
、

何
ら

か
の

契

機
（
「

縁
」

）

で

問
題

（

困
難
当
事
者
）

と

出

会
っ

て
、

そ
の

現
場

の

実
情
を
知
っ

て

し

ま
っ

た

と

こ

ろ

か

ら
、

個
人
的
に

活

動
に

関
与
し

始
め

て

い

る
。

信

仰
的
動

機
や

意
味
が
最

初
か

ら

意
識
さ

れ

て
い

た

わ

け
で

も
、

教
団
の

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

が
期

待
さ

れ

て

い

た

わ

け
で

も
な

く
、

「

縁
」

に

よ
っ

て

突
き
動
か

さ
れ

、

現
場
で

の

人
と

の

絆
の

深
ま
り
に
よ
っ

て

活
動
を

継
続
さ
せ

ら

れ
て

き
た
、

と

い

う
場
合
が

多
い

。

こ

の

こ

と

は
、

報
告

者
の

場
合

も
同

様
で

あ
る

。

金

光
教
の

伝
統
的
な

布
教
・

救
済
の

形
態
は

、

「

取
次
者
」

（

教

会
長
で

あ
る

こ

と

が

多

い
）

が
一

日

中
教
会

神
前
（

「

広
前
」

）

の

「

結

界
」

の

場

に

坐
っ

て
、

訪
れ
る

参
拝
者
と
一

対
一

で

対
話
し
、

神
に

祈
念
す
る

こ

と

（

「

結
界

取
次
」

）

で

あ
る

か

ら
、

教
会
長
が

教
会
の

「

広
前
」

を

離
れ

て

頻
繁
に

社
会
的
支
援
の

場
に

赴
く
こ

と

は
、

「

取
次
者
」

と
し

て

の

役
割
放
棄

、

と

い

う
よ

う
に

も

見
な

さ

れ
か

ね
な
い

。

社
会
的
支
援
の

活
動
は

、

そ

れ
ら
が
す
べ

て

必
ず
し
も
教
団
の

宗
教

的
救

済
の

思
想
に

よ
っ

て

支
え
ら

れ

得
る

わ

け
で

は

な
い

の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

、

諸
教
団

の

「

宗
教
」

と
し

て
の

成
り
立
ち
の

違
い

や
、

社
会
的

支
援
・

宗
教
的
救
済
に
つ

い

て

の

宗
教

文
化
・

教
学
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思

想
の

違
い

に

よ
っ

て
、

所
与
の

社
会
問
題
と

教
団
と

の

関
係
の

あ
り
方
は

違
っ

て

く
る

。

そ

れ

故
に

、

特
定
の

宗
教
の

支
援
ス

タ

イ

ル

を
モ

デ
ル

に

し

て
、

そ

れ

を
基

準
に

他
の

様
々

な

教
団
の

社
会

的
支

援
の

あ

り
方
を

評
価
す
る
こ

と

に

は
、

無
理
が

あ
る

よ

う
に

思

え
る
の

で

あ
る

。

諸
教
団
の

宗
教
的
カ
ル

チ
ャ

ー
の

違
い

は
、

キ

リ
ス

ト

教

以

外
の

宗
教
が

野
宿
者
・

ホ

ー

ム

レ

ス

問
題
に

積
極
的
に

関
与
し

な
い

こ

と

の

理

由
の
一

つ

で

あ
る

が
、

勿

論
そ

れ

だ

け
が

理
由
な

の

で

は

な
い

。

そ
の

大
き
な

理

由
は

、

次
の

よ

う
な

こ

と

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

伝
統
仏

教
の

寺
院
や

天

理

教
・

金
光
教
な
ど

在
地

性
の

強
い

新
宗
教
の

教

会
の

場
合

、

多
く
は

単
立

の

宗
教
法
人

と

し

て

の

認
可

を

得
て

お

り
、

教
団
に

対
し

て

は

活
動
に

お

け
る

＝
疋

の

自

律
性
を

、

信
徒
・

檀
徒
集
団
や

地
域
住
民
に

対
し

て

は

そ

の

宗
教
施
設
の

公

共
性
・

公

益

性
を

、

主

張
し

提
示

す
る
こ

と
が

可
能
と
な
っ

て

い

る
。

要
す
る

に
、

住
職
や

教
会
長
が

や

る

気
に

な

れ
ば
、

そ
の

自

己
責
任
に

お
い

て
、

そ

れ

ぞ

れ
の

宗
教
施
設
を
活

用
し

た

社
会
的

支
援
活
動
は

様
々

に

で

き
る

筈
な
の

で

あ
る

。

し
か

し

な

が

ら
、

そ

れ

ら

の

宗
教
施

設
は

同
時
に

、

宗
教

者
と

そ
の

家
族
に

と
っ

て

は

私
的
生

活
を

営
む
「

家
」

で

も

あ
る

。

寺
や

教
会

は
、

信
徒
・

檀

徒
集
団

や

地

域
社
会
に

開
か
れ
た

公
共
の

宗
教
施

設
・

文
化
施
設
で

あ
る

が
、

そ
の

こ

と

と

共
に

、

既

に

地
域

社

会
に

包
摂
さ

れ

て
い

る

家
連
合
の

な
か
の
一

軒
の

家
で

も
あ
る

。

地
域
に

根
差
し

て

生
き
て
い

る

宗
教
者
達
は

、

そ

れ

ぞ

れ
の

教

団
の

開
祖

達
が

残
し
た

宗
教
文

化
・

教
義
を

実

践
的
に

継
承
し

よ

う
と

す
る

自
覚
的

信
仰
者
で

あ
り

、

家
族
を

養
い

な
が

ら

寺
や

教

会
を

経
済

的
・

社
会
的
に

維
持
運
営
し
よ

う
と

す
る

職
業
宗
教
者
で

あ
り

、

隣
近
所
と
つ

き
合
い

な

が

ら

町
内
会
の

役
職
な
ど

を
担
う
地
域

社
会

の
一

住
民
で

あ
る

。

　

宗
教
者
達
の

こ

の

よ

う
な

、

信
仰
者
／
職
業
宗
教
者
／
地
域
住
民
と
い

う
複
合
的
な
存
在
の

あ
り
方
は

、

宗
教
者
達
自
身
が

日
々

紡

ぎ
出
し
て

い

る
、

開
祖
や

神
・

仏
と

の

信
念
的
・

精
神
的
な

絆
、

教
団
内
で

形
成
さ
れ
た

同

信
者
達
と
の

絆
、

家
族
や
地

域
社
会
の

住

民
達
と

の

絆
に
よ
っ

て
、

そ
の

宗
教
活
動
が

B
常
的
に

支
え

ら
れ

て

い

る

こ

と

を

物
語
っ

て

い

る
。

そ
し

て

そ
の

三

本
の

絆
は

、

宗
教

（862＞ 28
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者
達
が

地
域

社
会
内
で

何
ら

か

の

社
会
的
活

動
を
行

う
場
合

、

そ

の

活

動
が

公
益

性
に
つ

い

て

の

社
会
的
認

知
の

高
い

も
の

で

あ
る

限

り
は

絡
み

合
う
こ

と
は

な
い

が
、

そ

う
で

な
い

場
合
は

、

そ

れ

ま
で

の

絆
の

あ
り
方
が

変
容
す
る

よ

う
な
リ
ス

ク

を
負
わ

さ

れ
る
こ

と

と

な

る
。

地

域
で

社

会
的
排
除
の

対

象
と

な
っ

た

野
宿
者
達
へ

の

支
援
は

、

職
業
宗
教
者
で

あ

り
生

活
者
．

地
域
住
民

で

も

あ
る

宗
教

者
達
に
と

っ

て
、

人
々

の

間
で

発
生
し

て

い

る

コ

ン

フ

リ

ク

ト

の

状

況
を

手
元
に

引
き
寄
せ

て

し

ま

う
こ

と

に

も

な
り
か

ね

な
か
っ

た

の

で

あ

施
。

池
上

良
正
が

、

社
会

関
係
を

絆
の

メ

タ

フ

ァ

ー

で

論
じ

る

と

き
の

弊
害
は

、

そ
の

関

係
性
に

染
み

込
ん

で

い

る

「

支

配
」

・
「

搾
取
」

∴
差

別
」

な
ど

の

現
実
を
、

楽
観
的
な

イ
メ

ー

ジ

に

よ
っ

て

隠

蔽
し

て

し

ま

う
こ

と

で

あ
る

と

指
摘
し

て

い

る

よ

う

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

す）

に
、

「

親
密
な

絆

の

確
認
と

構
築
は

、

し
ば

し
ば

第
三

者
の

差

別
化
や

排
除
の

動
き
を
と

も
な

う
」

も
の

で

も
あ
る

の

で

あ
る

。

　
2
　
野
宿
者
を

排
除
す
る

「

ホ

ー
ム

レ

ス
」

な
社
会
意
識

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
10）

　
二

〇

〇

〇
年
の

大
阪
市
内
に

お

け
る

野
宿
生

活
者
の

「

路
上
死
」

は
、

年
間
二
一

三

人
で

あ
っ

た
。

こ

の

二

＝
二

件
は
、

発
見

段
階

で

死
亡
し

て
い

た

か
、

発
見
し

た

そ
の

日
の

う
ち
に

死
亡
し
た

場
合
の

件
数
で

あ
る

か
ら

、

病
院
に

運
び

込
ま
れ
て

か

ら
、

治
療
を

受

け
つ

つ

や

が
て

死
亡

し

た

人

や
、

ド

ヤ

や
シ

ェ

ル

タ
ー

（

一

時
避

難
の

宿
所
）

の

な
か
で

死
亡
し

た

人

は

含
ま
れ
て

い

な
い

。

一

九
九

八

年
の

「

行
旅

病
人

取
扱
」

件
数
は

、

西
成

区
内
だ

け
で

八

八
二

九
人
（

う
ち

死

亡
二

五

八

人
）

で

あ
っ

た
こ

と

か

ら

す
る

と
、

実
際

に
は

そ
の

数
よ

り
も
は

る

か

に

多
い

人
々

が

「

路
上
死
」

に

近
い

状
態
で

亡

く

な
っ

て

い

た
の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　

青
少

年
達
に

よ

る

野
宿

者
襲
撃
が

初
め

て

社
会

問
題
と

な
っ

た

の

は
、

一

九
八

三

年
に

横
浜
で

起

き
た

、

少

年
十
人

が

野
宿

者
を

次
々

に

襲
い

、

三

人
が

死

亡
、

十
数
人
が
重
軽
傷
を

負
っ

た

事
件
が

、

マ

ス

コ

ミ

で

報
道
さ
れ

て

か

ら

で

あ
る

。

青
少
年
達
（

と

サ

ラ

リ

ー
マ

ン

層
も

含
ま
れ

る
）

に
よ

る

野
宿
者
へ

の

暴
行
事
件
は

、

路
上

の

野
宿
者
数
が
減
少
し

た

現
在
で

も
な
お

後
を

絶
た

な
い

。

　
「

こ

じ

き
狩
り

」

と

称
し

て

野
宿
者
を

襲
撃
し

た

少
年
達
は

、

そ
の

理

由
を

、

「

ホ

ー

ム

レ

ス

は

虫
け
ら
で

生
き
て

い

て

も
し
ょ

う
が
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な
い

人
間
、

素
手
で

殴
る

の

は

汚
い

か

ら

木
切
れ

を

使
っ

た
」

（
一

九

九
五

年
、

東
京
）

、

「

犬
や

猫
と

同
じ

」

（
一

九
九
九

年、

大
阪
）

、

「

私

生

活
や

仕
事
で

い

ら
い

ら
が
募
っ

た
。

殴
る

と

ス

カ

ッ

と

す
る

の

で

ス

ト
レ

ス

発

散
の

た

め

に

や
っ

た
」

（

二

〇
〇

〇

年、

東
京
）

、

「

ゲ

ー

ム

の

技
を

使
っ

て

ノ

ッ

ク

ア

ウ

ト

す
る

ま
で

や

り
た

か
っ

た
」

（
二

〇

〇

〇

年、

大
阪）

、

「

世

直
し

と

思
っ

て

や
っ

た
」

（
二

〇
〇
二

年、

東
京∀

、

な

ど

と

「

供
述
」

し

て

い

る
。

こ

れ

ら

の

言
葉
に

は
、

学
校
や

家
庭
の

な

か
で

支
配
・

抑
圧

さ

れ
、

あ
る
い

は

そ

の

既
存
の

共
同

体
か

ら

疎
外
さ
れ

て
、

ス

ト
レ

ス

や

敗
北
感
を
蓄

積
し

、

居

場
所
の

無
さ

を
実

感
し

続
け
て

い

た

少
年
達
の

心
の

状
況
と
共
に
、

「

汚
く

役
に

立
た

な
い
」

野

宿
者
は

排
除
す
る

べ

き

存
在
で

あ
る

と
い

う
社
会
意

識
が

、

暴
力
を
正

当
化
す
る

論
理

と
し

て

表
さ
れ
て

い

る
。

役
場
や

学
校
・

町

内
会
な
ど

の

大
人
達
の

社
会
は

、

公
園
整
備
や

環
境
保
全
の

名
目
で

、

商
店
街
や
駅
や

公
園
か

ら

野
宿
者
を

合
法
的
に

追
い

出
し

て
い

る

の

に

対
し
て

、

毎
夜
の

よ

う
に

「

未
明
ま

で

ゲ
ー

ム

セ

ン

タ

ー

で

過
ご

し

た
」

と
い

う
「

ホ

ー

ム

レ

ス
」

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
11）

な

少
年
達
は

、

直
接
そ
の

こ

と

を

実
行
し

て

い

る

に

す
ぎ
な
い

、

と

も
い

え
る

の

で

あ
る

。

　
「

市
民
」

達
が

抱
い

て

い

る

野

宿
者
の

イ
メ

ー

ジ

は
、

一

九

九
八

年
に

大
阪
市
立
大

学
が

行
っ

た

意
識
調
査
に

よ

る

と
、

「

不
健
康
」

「

汚
い
」

が

七

割
強

、

「

怠
け
者
」

が

五

割
強
で
、

以

下
、

「

無
気
力
」

「

孤
独
」

「

こ

わ
い
」

「

み

じ

め
」

「

酔
っ

ぱ

ら
い
」

「

自
業
自
得
」

「

気
楽
」

「

か

わ
い

そ

う
」

と
、

否

定
的
イ

メ

ー

ジ

が

続
く
が
、

「

不

器
用
」

「

苦

労
し

て

き
た
」

「

が

ん

ば
っ

て

い

る
」

と
い

っ

た

共
感

的
に

描
く
イ
メ
ー

ジ

は
一

割
を

切
っ

て

い

る

（
複
数
回
答
）

。

そ

し
て

、

そ

れ

ら

回

答
者
の

九

割
が

、

野

宿
者
を
見

た

こ

と

は

あ
る

が

会

話
を

交
わ

す
な
ど

の

接
触
を

持
っ

た

こ

と

が

な
い

人
々

で

あ

り
、

そ
の

野

宿
者
像
は

、

憶
測
に
よ
っ

て

形
作
ら

れ
た

イ
メ

ー

ジ
に

す
ぎ

　（
12）

な
い

。

し

か

し
こ

の

憶
測
の

イ
メ

ー

ジ

は
、

新
自
由
主

義
の

自
己
責
任
論
を
背

景
に

、

野
宿
者
ー−

社
会
的
脱
落
者
11

犯
罪

予
備
軍
と
い

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
おね

う
イ

メ

ー
ジ

連
合
を

形
成
し

、

野
宿

者
排
除
を
正
当

化
す
る

社
会
意
識
に

繋
が
っ

て

い

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
14）

　
演

劇
パ

フ

ォ

ー
マ

ン

ス

な
ど

様
々

な

表
現
活
動
を

続
け
て
い

る

野

宿
者
詩
人
・

橘

安
純
の

詩
に

は
、

野

宿
者
達
を

「

乞
食
」

と

罵

（864） 30

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

絆喪失 時代に お け る宗教運動の 課題

り
、

憂
さ

晴
ら

し
の

対

象
に

す
る

サ

ラ

リ
ー

マ

ン

の

姿
や

、

厳
寒
期
に

寝
場
所
を

求
め

て

彷
徨
う
野
宿
者
に

水
を

撒
い

て

追
い

払
う
商

店
街

店
主
の

姿
が

、

「

心

貧
し
き
人
」

「

小
さ

き
人
」

と

表
現
さ
れ
て
い

る
。

貧
し
い

の

は
ど

ち
ら

な

の

か
、

人
間
ら

し

く
生

き
て

い

な

い

の

は

ど

ち
ら

な
の

か
、

救
わ

れ

る
べ

き
は
ど

ち
ら
な
の

か
。

怒
り
と

悲
し
み

に

満
ち
た
問
い

か

け
が
、

橘
の

詩
の

底
流
に

流
れ

て

い

る
。

そ

し

て
、

人
々

に

よ

る

「

ま

な

ざ
し

の

暴
力
」

に

晒
さ

れ
た

側
か

ら

の
、

い

わ

ば
「

路
上

か

ら
の

ま

な

ざ
し

」

に

よ
っ

て

人
々

の

姿
を

捉
え
返

す
そ

の

問
い

か

け
は

、

可
視
化
さ

れ

た

野

宿
者
の

存
在
そ
の

も
の

が
、

彼
等
を

暴
力
や

排
除
の

対

象
と

し
て
い

る

人
々

自

身
の

、

転
落
へ

の

不
安
や
疎
外
・

抑
圧
の

実
存
状
況
を

映
し

出
す

鏡
で

あ
っ

た
こ

と

を

示
唆
し

て

い

る
。

　

大
阪
市
の

繁
華
街
道
頓
堀
・

戎
橋
で

た

む

ろ

し
て

い

た

「

橋
の

子
」

と

呼
ば
れ

る

少
年
達
が

、

野

宿

者
を
道

頓
堀
川
に

落
と

し

て

死

亡

さ
せ

て

し

ま
っ

た

事
件
を
ル

ポ
ル

タ

ー

ジ
ュ

し

た

北
村
年
子
は

、

そ
の

出

来
事
が

、

「

同
じ

時
代
の

生

き

苦
し

さ

を

生
き
て

い

る
」

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
15）

少

年
達
と

高
齢
野
宿
者
と
の

「

不
幸
な
出
会
い
」

で

あ
っ

た
、

と

述
べ

て

い

る
。

少
年
達
の

暴
力
は

、

共
に

抱
い

て

い

る

は

ず
の

「

生

き
づ

ら

さ
」

を
共
感
的
に

理

解
す
る

契

機
が

創
ら
れ
な
い

ま
ま

、

「

『

弱
者
』

い

じ

め

の

連
鎖
」

に

絡
め

取
ら

れ
て

し
ま
っ

た

結
果
で

あ

る
、

と

北

村
は

解
釈
し

て

い

る
の

で

あ
る

。

　

そ

れ

で

は
、

こ

の

よ

う
な

社
会
全

体
が

格
差
と

分
断
に
よ

っ

て

引
き
裂
か
れ

、

人
々

が

共
通
し
て

「

生

き
づ

ら

さ
」

を

実
感
し

な
が

ら

も
、

お

互
い

に

対
立
し

孤
立

化
し

て

し

ま

う、

共
に

生
き
る

居
場
所
を

喪
失
し

た

「

ホ

ー
ム

レ

ス
」

な
時

代
状

況
の

な

か

で
、

宗
教

者
は

ど

の

よ

う
な

相
互

理
解
の

絆
を

創
り
出
す
こ

と
が

で

き
る

だ
ろ

う
か

。

あ
る
い

は
、

人
々

の

問
で

渦
巻

く
コ

ン

フ

リ
ク

ト

の

状

況

に

お
い

て
、

宗
教
者
は

、

信
仰
者
／
職
業
宗
教
者
／
地
域
住
民
と
い

う
複
合
的
な

存
在
の

あ
り
方
を
ど

う
見
つ

め

直
し

、

自
ら

の

宗
教

施
設
を

、

人
々

に

開
か
れ
た

新
た

な
出
会
い

と

共
感
の

場
所
と

し

て
、

ど

の

よ

う
に

再
構
成
し
て

い

く
こ

と

が

可
能
だ

ろ

う
か

。

　

ち
な
み

に
、

黒
住
教

、

天
理
教

、

金
光
教
な
ど

の

新
宗
教
運
動
が

勃
興
し
た

日
本
近
代
の

出
発
時
点
は

、

近
代
後
期
で

あ
る

現
代
と

31 （865）
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同
様

、

「

ホ

ー

ム

レ

ス
」

な

時
代
で

あ
っ

た
。

イ
ン

フ

レ

と

凶

作
に

よ

る

農
村

疲
弊
の

状

況
下

、

全

国
各
地
で

は
、

農
民
一

揆
・

騒
擾

が

相
次
ぐ
と

共
に

、

数
多
く
の

農
民
達
が
「

浮
浪
民
」

化
し

て

街
道
筋
を
彷
徨
い

、

強
盗
な
ど

の

犯
罪
が

頻
発
し
て

い

た
。

そ
し

て
、

地
域
の

農
民
達
は

、

そ
の

よ

う
な

村
落
共
同
体
の

動
揺
に

対
す
る

危

機
感
か

ら
、

「

浮
浪

民
」

排
除
の

為
に

竹
槍
な
ど

で

武

装
し

、

西

日

本
一

帯
の

農
村
で

は

実
際
に

被
差

別
部
落
へ

の

襲
撃
に

向
か
っ

た
。

廃

瀋
置
県
（
明
治
四

年）

前
後
に

行
わ

れ

た
］

連
の

宗

教
身
分

廃
止

令
な

ど

の

社

会
編
成
政

策
は

、

人
々

が

暴
力

発
動
主

体
と
な
っ

て

立

ち
現
れ

る

よ

う
な

状
況
下

で

強

行
さ

れ

て

い

っ

た

の

で

あ

る
。

　
こ

の

時

期、

金

光
教
祖
・

金
光

大
神
は
、

農
村
社
会
内
で

信
者
達
が
組

織
し

た

「

金

神
講
」

を

基
盤

に

布
教
を
展

開
し

、

「

人

問
は

み

な

神
の

子
」

と
い

う
人
間
平
等
観
に

基
づ

い

て
、

死

穢
・

血

穢
な

ど

習
俗
的
「

ケ
ガ

レ
」

観
念
か

ら

の

脱
却
を
人
々

に

教
示
し

て

い

っ

た
。

次
章
で

は
、

｝

旦

視
線
を

現

代
か

ら

明
治
初
年

代
に

移
し

、

金
光
大

神
や

当

時
の

布
教

者
達
が

、

「

神
の

広
前
」

を
、

地

域
社

会
の

な

か

で

ど

の

よ

う
な
場
と

し

て

具
象
化
し

よ

う
と

し

て

い

た
の

か

を

見
て

お

き
た
い

。

二

　
凹

（

く
ぼ
い

所
）

の

メ

タ
フ

ァ

ー

と

「

神
の

広
前
」

　
金

光
教
で

は
、

全

国
の

各
教
会
広
前
は
、

世

間
の

人
々

の

難
儀
が

流
れ

込
む

「

凹

（

く
ぼ
い

所
）

」

で

あ
る

、

と

い

わ

れ

て

い

る
。

仮
に

人
々

の

生

活
の

場
が

平
地
で

あ
る

と

す
る

と
、

そ
の

最
も
低
い

所
に

う
が
た

れ
た

穴
、

底
辺
の

さ
ら

に

底
の

、

窪
み

の

よ

う
な

場

と

空

問
が

金
光
教
の

教
会
の

広
前
だ

、

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

し

か

し

実
際
に
は

、

こ

の

「

凹

（

く
ぼ

い

所）
」

と

い

う
教

会
イ

メ

ー

ジ

は
、

現
実
に

あ
る

教

会
の

実
態
や

機
能
か

ら

演

繹
さ

れ

た

も
の

で

は

な
い

。

そ
れ

は
、

金

光
大

神
が

書
き
残
し

た

明
治
八

年
（
】

八

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　へ
16）

七
五
）

六

月
の

「

お

知
ら
せ
」

（

神
伝
）

に

あ
る

図
と

言

葉
の

解
釈
か

ら
、

か
つ

て

あ
っ

た

金
光

大
神
広
前
の

イ

メ

ー

ジ

を
伝

達
す
る

（866） 32
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シ

ン

ボ

リ
ズ
ム

と

し
て

、

教
団

内
に

定
着
し

て

い

っ

た
。

　

そ

れ
で

は
、

金
光

大
神
は

ど

の

よ

う
な
場
所
（

宗
教
施
設
）

を
取
次
の

広
前
と

し
て

、

宗
教
活
動
を

営
ん

で

い

た

の

だ
ろ

う
か

。

明

治
十
四

年
（
一

八

八
一
）

に

初
参
拝
し

た

大
阪
の

近
藤
藤

守
（

与
三

郎
）

は
、

最
晩

年
の

金

光
大
神

萌
治
卜
六
年
帰
幽）

広

前
の

様
子
を

、

次
の

よ

う
に

伝
え
て

い

る
。

　

　
　
ご

修
行
の

場
は

、

六

畳
一

問
で

あ
っ

た
。

お

住
ま
い

そ
の

も
の

も
、

実
に

目

も
あ
て

ら
れ

な
い

む
さ

く
る

し
い

あ
ば

ら
屋

で

あ

　

　
っ

た

が
、

そ

の

六

畳
の

間
に

は
、

三

枚
の

破
れ

畳
と

荒
む

し

ろ

三

枚
が

敷
か

れ

て

い

る

だ

け
で

あ
っ

た
。

こ

れ

が
、

後
々
一

教

の

　

　

開
祖
と

仰
が

れ

る

か
た

の

お

部
屋
と

は
、

ど

う
し

て

受
け
取
る

こ

と

が
で

き
よ

う
か

。

　

　
　

こ

じ

き
が

天

露
を

し

の

ぐ
仮
の

宿
と

大
し
た

違
い

の

な
い

、

こ

の

よ

う
な
お

粗

末
な

お
宅
で

、

長
い

年
月

を

過
ご

さ
れ

な

が

　

　
ら

、

教
祖
の

神
は

、

天
地
の

親
神
様
の

御
徳
を

そ
の

身
に

現
さ
れ
た

の

で

あ
る

。

　

　
　

教
祖
の

神
の

こ

修
行
の

場
で

あ
っ

た

お

宅
は

、

わ

ら
ぶ

き
の

お
う
ち

で
、

し

か
も
内
側
と
い

え

ば

実
に

お

粗
末
で

あ
っ

た
。

壁

　

　
と
い

う
壁
は

、

こ

と
ご

と

く
崩
れ

か

か
っ

て

い

る

荒
壁
で

、

天

井
が
壁
に

続
く
あ
た

り
の

古
く
煤
ぼ

け
た

よ

う
す
が

、

い

っ

そ

う

　

　
み

す
ぼ

ら
し

さ
を
際
立
た

せ

て

お

り
、

拝
見
し
て

い

て
、

お

そ

れ
多．
く
て

涙
す
る
ば

か

り
で

あ
っ

た
。

わ

た

し
は

、

お

参
り
し
た

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
17）

　

　

初
め
の

こ

ろ

な
ど

、

不
思
議
に

思
っ

た

く
ら
い

で

あ
る

。

　

は

る

ば

る

大
阪
か

ら

「

生

き
神
」

に

会
い

に

訪
れ

た

近

藤
が

、

「

不

思

議
に

思
っ

た
」

と

い

う、

金

光
大
神
広

前
の

徹
底
し

た

「

み

す
ぼ

ら
し

さ
」

は
、

幕
末
期
か

ら

始
ま
る

金

神
社
社

殿
建

築
の

動
き
が
、

何
度
も

紛
糾
を
重
ね
て

頓

挫
し

た

こ

と

と

無
関
係
で

は

な

い
。

　

金

光

大
神
の

家
（

川

手
家
）

は
、

社
会
階
層

的
に

見
れ

ば
、

大
谷
村
（

現
岡
山

県
浅
口

市
金
光

町）

内
で

有
力
な

農
家
で

あ

り
、

幕
末
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期
に

は
、

白
川
家
か

ら

官
位
を

得
た

金

光
大
神
は

名
字
帯
刀
を

許
さ

れ

る

「

神
職
」

身
分
に

、

子
息
二

人
は

浅
尾
藩
に

仕
官
し
て

「

士

分
」

と

な
っ

て

い

る
。

さ

ら

に
、

明
治
年
間
に

な
る

と
、

金

光
大
神
の

神
職
資
格
喪
失

、

布
教
停
止

萌
治
六
年
「

神
前
撤
去
」）

と
い

う

事
態
を

経
て

な

お
、

村
内
有
力
者
を

中
心

に
、

金

光
大
神
の

広

前
を

「

大
谷
村
の

金

神
社
」

と
し

て

合
法
化
し

、

そ
の

社
殿
建
築
を

行

お

う
と

す
る

動
き
が

再
三

起

き
て
い

た
。

こ

の

村
内
の

動
き
は
、

一

面
で

は
、

明
治

年
間
に

は

岡
山
・

大
阪
な
ど

遠
隔
地
の

商
人
層
の

信
者
た
ち

が

多
数
参
拝
す
る

よ

う
に

な
っ

て

い

た

こ

と

か

ら
、

村
へ

の

「

金

神
社
」

の

経

済
効
果
を

期
待
し
て

の

も
の

と

思
わ

れ

る

が
、

村
の

共
同
体
秩
序
維
持
と

い

う
側

面

か

ら

考
え
る
と

、

既

に

西

日

本
一

帯
に

広
が
っ

た

「

金

神
講
」

の

「

大
本
社
」

で

あ
る

金

光

大
神
の

広

前
を
、

氏
神
を
中

心
と

す
る

村
の

神
秩
序
体
系
に

包
摂
し
よ

う
と

す
る

動
き
で

も
あ
っ

た
。

　

金

光
大
神
は
、

村
の

新
た

な
「

社
会
資

本
」

と
し

て
の

社
殿
建
築
を
推
進
す
る

世
話
方
衆
・

村
内
有
力
者
達
に

対
し

て
、

そ
の

寄
付

金

集
め

を
、

「

小
の

、

こ

ま
い

氏
子
」

が

助
か

ら
な
い

と

い

う
理

由
で

押
し

と
ど
め

、

結
果
的
に

そ
の

動
き
を
停
止
さ
せ

て

し

ま
っ

た

の

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は
、

金

光
大
神
が

抱
く

取
次
広
前
と

し

て

の

「

宮
」

の

イ

メ

ー

ジ

が
、

世
話
方
衆
が
抱
い

て

い

た

既
存
の

神
社

イ
メ

ー

ジ

と

は
、

根
本

的
に

違
っ

て

い

た

こ

と

を

物
語
っ

て

い

る
。

そ
の

「

宮
」

の

イ

メ

ー

ジ

は
、

明
治

十
四

年
、

次
女

藤
井

く
ら

⊃

子
正

才

神）

夫
婦
が

、

金

光
大
神
広

前
へ

の

参
拝
者
を
泊
め

る

旅
館
（

藤

常
屋）

を

営
む

に

際
し

て

下

さ
れ

た
、

次
の

「

お

知
ら

せ
」

の

言
葉
と

も
連
動
し
て

い

る
。

　
　

　
一

つ
、

一

子
正

才
神
へ

申
し
つ

け
。

難
渋
な

者
、

汚
き

者
と．
言

う
な

。

こ

う
こ

に

茶
づ

け、

乞
食
で

も
盗
人
で

も
神
が

く

り
合

　
　

わ

せ

て

や
る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
「

お
知
ら
せ

事
覚
帳
」

「
金

光
教
教
典
』

）

　
「

難
渋
な

者
、

汚
き
者
と

言
う
な
」

と
い

う
神
の

諭

し

に

は
、

救
い

を

求
め

て

金

光
人
神
広
前
を

訪
れ

る

人
々

の

な

か

に
、

様
々

な

病
者
達
や

、

生

活
困

窮
者
達

、

そ
し

て

被
差

別
の

身

分
的

境
遇
を
強
い

ら
れ

て

い

た
人
々

も
含
ま
れ

て

い

た

こ

と

が

示
唆
さ

れ

て

い
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る
。

近
世

期
の

様
々

な
被
差

別
民
衆
は
、

明

治
四

年
八

月
の

「

賎

称
廃
止
令
」

発

布
後
も

、

地
域
社
会
の

な
か

で

の

蔑
視
・

差
別
意
識

が

払
拭
さ

れ

な
い

ま
ま
、

逆
に

近

世
期
以
上

に
一

般
村
か

ら
の

激
し
い

排
斥
や

攻
撃
に

さ
ら
さ
れ

る

よ

う
に

な
っ

て

い

た
。

そ
の

よ

う

な
状
況
を

背
景
に

し

た
、

右
の

神
の

メ

ッ

セ

ー

ジ

は
、

彼
女
の

旅
館
が

、

金
光
大

神
の

広
前
と

同
じ

く
、

地

域
社
会
か

ら

排
除
さ

れ
た

様
々

な

病
者

、

生

活
困
窮
者
、

被
差

別
民
衆
を
も
「

神
の

氏
子
」

と

し
て

受
け
入
れ
て
い

く
よ

う
な

、

人
々

の

「

痛
み
」

の

側
に

開
か

れ

た

場
所
と
な
る

よ

う
に

、

そ

の

経
営
者
と

し
て

の

信
仰
的
自
覚
を

促
す
も
の

で

あ
っ

た
。

　

ま
た
、

金
光

大
神
の

弟
子

で
、

岡
山

県
笠
岡
に

広
前
を
設
け
て

い

た

斎
藤
重
右
衛
門
は

、

取
次
者
と

し
て

の

自
ら

の

実
存
の

あ

り
様

を
、

次
の

よ

う
に

譬
え
て
い

る
。

　

　
・

わ

し
は
道
端
の

共
同

便
所
み

た
い

な
も
の

じ
ゃ

。

平
生
は

き
た

な
い

か

ら

見
向
き
も
せ

ず
、

顔
を

そ
む

け
て

相
手
に

せ

ん

が
、

　

　
　

用
が
で

き
た

ら
や
っ

て

く
る

。

　

　
・

わ

し
は
道
ば

た

の

小

便
壼
じ
ゃ

。

用
の

な
い

時
は

鼻
を
つ

ま
ん

で
、

よ

け
て

通
る

が
、

用
の

あ
る

時
は

寄
っ

て

く
る

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
金

光
教
笠

岡
教
会
『

笠

岡
金
光
大
神
　
改
訂
版
』

）

　

斎
藤
は

、

幕
末
か

ら
明
治
初

年
代
に

か
け
て

、

講
の

範
囲
を
西
日
本
一

帯
に

広

げ
て

お

り
、

一

時
期
そ
の

教
勢
は

金
光
大

神
広

前
を

凌
ぐ
ほ

ど

で

あ
っ

た
、

と

伝
え
ら

れ
て
い

る
。

同
信
者
達
か
ら
は

「

生

き
神
」

と

み

ら
れ
て

い

た

斎
藤
は

、

多
数
の

弟
子
と

信
者
集
団

を

各
地
に

生
み
だ

し

て

い

た

が
、

そ
れ
に

も
か

か

わ

ら

ず
、

神
の

取
次
者
で

あ
る

自
ら
の

役
割
を

「

道
端
の

共
同

便
所
」

・
「

小

便
壺
」

の

よ

う
な
も
の

、

と
い

い

放
っ

て
い

る
。

　

金

光
大
神
が
描
い

た

凹
の

図
は

、

人
々

の

難
儀
が

流
れ
込
ん
で

く
る

広
前
の

状

況
を

象
徴
的
に

表
現
す
る

も
の

で

あ
っ

た

が
、

同
時

に

そ
の

図
は

、

読
み

手
で

も
あ
る

金
光

大
神
自
身
に

と
っ

て
、

神
と

の

関
わ
り
で

切
り
開
か
れ
た

「

神
の

広
前
」

の

所
在
を

問
い

続
け
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て

く
る

、

隠

喩
と

し

て

の

シ

ン

ボ
リ
ズ
ム

で

あ
っ

た
と
思
わ

れ
る

。

金

光
大
神
ら

が

生
き
た

時

代
に

は
、

金

光
教
と
い

う
宗
教
は

な
か

っ

た
。

し
た

が
っ

て
、

教
会
も
教

師
も
信
徒
も
な
か
っ

た
。

教
会
・

教

団
と
い

う
制

度
化
さ

れ

た

場
と

集
団
は

な

く、

取
次
者
に

よ
っ

て

現
さ

れ

た
「

神
の

広

前
」

だ

け
が

あ
っ

た
。

「

神
の

広
前
」

と

は
、

神
を

祀
っ

て

い

る

場
・

空

間
と
い

う
よ

り
も

、

神
の

働
き
が

現

れ

た

関
係
性
の

状
況
を

意
昧
し
て

い

る
。

そ

し

て
、

「

神
の

広
前
」

が

神
と
人

と

の

関
わ

り
の

な

か
で

動
態
的

に

立

ち
現
れ

て

く
る
一

つ

の

状

況
で

あ
る

と

す
る
と

、

人

間
の

心
一

つ

で
、

そ

れ
は

ど
の

よ

う
な
場
に

も

現
出
し

得
る

し
、

た

と

え

教
会
の

神
前
で

あ
っ

て

も
、

容
易
に

消
え

失

せ

て

し

ま

う
よ

う
な

も
の

で

も
あ
る

。

人
々

の
、

金

神
に

対
す
る

恐
れ

や
、

金

光
大
神
へ

の

「

狐
狸
」

視
は

、

金

光
大
神
の

最
晩

年
の

頃
に

ま
で

及

ん

で

い

た

が
、

そ
の

視
線
の

な
か
で

は
、

「

神
の

広
前
」

は

「

小
便
壷
」

の

よ

う
な
場
と
し

か

映
ら

な
い

。

そ

し
て

、

金

光
大
神
や

斎

藤
ら

は
、

そ
の

こ

と

を

承
知
の

上

で
、

凹
に

居
座

り
、

「

小

便
壺
」

で

あ
る
こ

と

を
わ
が

身
に

引
き

受
け
て

い

っ

た

の

で

あ
る

。

　
と

こ

ろ

で
、

明
治
初
年
代
の

神
社
・

宗
教
身
分
政

策
は

、

全
国
神
社
の

神
主
・

社
人

達
を

始
め
、

様
々

な
宗
教
身
分
・

職
種
の

者
達

を
、

一

つ

に

は
「

天

皇
」

を

創
出
す
る

神
道
国
教
化
の

観
点
か
ら

、

そ

し
て

今
一

つ

に

は

「

富
国
強
兵
」

を

実
現
し

よ

う
と

す
る

資
本

主

義
化
の

観
点
か
ら

、

必
要
な
も
の

と

不
要
な
も
の

に

振
り
分
け
て

い

く
作
業
で

あ
っ

た
。

そ
の

政

策
過
程
で

、

多
数
の

神
主
・

社
人

達
は

神
社

施
設
か
ら
排

除
さ

れ
、

「

妖
妄
の

所
業
」

と

見
な
さ

れ

た

民
間
宗
教
者
達
の

活
動
は

禁
圧
の

対
象
と

な
っ

た
。

し

か

し
そ
の

一

方
で

は
、

明

治
五

年
新
設
の

教
部
省
主

導
で

神
官
・

僧
侶
を
「

教
導
職
」

と

し

た

「

三

条
教
憲
」

の

宣
布
運
動
が

始
ま

る

と
、

様
々

な
宗

教
集
団
を

そ
の

運

動
の

な

か

に

囲
い

込
ん

で

い

こ

う
と

す
る

動
き
も

出
て

き
た

。

つ

ま

り、

そ

の

皇
道
宣

布
運
動
は

、

「

教
会
大

意
十
ヶ

条
」

（
明
治
六
年
）

を

根
本
原
則
に

す
る
と

い

う
条

件
で

、

神
道
系
・

仏
教
系
を

問
わ

ず
諸

講
社
を
公
認
し
、

そ

れ

ら

を

組
織
化

し

て

い

く
再
包

摂
の

動
き
で

も
あ
っ

た
。

こ

の

こ

と

は
、

無
資
格
と

な
っ

た

民
間
宗
教
者
達
に

と
っ

て

は
、

「

教

導
職
」

「

祠
掌
」

な

ど
、
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近
世

的

身
分
か

ら

分
離
さ
れ
た

近
代
的
職
業
と
し

て

の

「

宗
教
」

の

成
立

を

背
景
に
、

布
教

活
動
維
持
へ

の

活
路
が

開
か

れ

た
こ

と

を

　
　
　

　
　（
18）

意
味
し

て

い

る
。

金

光
大
神
没
後
の

、

神
道
金
光
教

会
に

よ

る

教

団
組

織
化
運
動
（

「

出
社
結
収
」

）

は
、

各
地
の

信
者
集
団
（

「

講
」

）

を
「

神
道
」

の

教
会

講
社
と

し

て

編
成
し

直

す
も
の

で

あ
り

、

状
況

と
し

て

の

「

神
の

広
前
」

を
、

職
業
宗
教
者
で

あ
る

教

師
達
に
よ

っ

て

維
持
さ
れ

る

教

会
施
設
と
し

て

制
度
化

す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

　
金
光
大

神
は

、

明

治
政
府
の

宗
教
政
策
に
よ
っ

て

幕
末
来
の

神
職
身

分
・

神
主

資
格
が

剥
奪
さ

れ
た

こ

と

を

契
機
に

、

そ

れ
ま
で

の

自
ら
の

「

生

き
神
」

思

想
を

大
き
く
転
回

さ
せ

、

「

凹

（

く
ぼ
い

所
）

」

と

象
徴
的
に

表
現
し
て

い

る

よ

う
な
周
縁
的
な
信
仰
視
座
を

獲

得
し

て
い

っ

た
。

こ

の

信
仰
視
座
は

、

大
き
な
社
会
変

動
の

た

だ

中

に

置
か

れ
た

現
代
に

あ
っ

て
、

教
団
が

同
時
代
の

「

痛
み
」

の

状

況
と

切
り

結
ん

で

い

く

実
践
的
視
座
と

し
て

、

ど

う

蘇
る
こ

と

が
叮

能
だ

ろ

う
か

。

三

　
宗
教
を

拠
点
と

し
た

「

支
え

合
い

の

ま

ち
」

づ

く
り

の

開
始

　

現
在
の

釜

ケ

崎
は

、

日

雇
い

労
働
市
場
と

し
て

の

「

寄
せ

場
」

機
能
が
破
綻
し

、

高
齢
化
が
進
ん

で

い

る

こ

と

か

ら
、

次
第
に

労
働

の

街
か

ら
福
祉
の

街
へ

と

変
貌
し
て

い

っ

て

い

る
。

そ
し
て

様
々

な
福
祉
資
源
の

釜

ケ

崎
へ

の

集
中
は

、

多
地

域

か

ら

多
様
な
「

ホ

ー

ム

レ

ス
」

層
を

呼
び

寄
せ

る
こ

と

に

繋
が
っ

て

い

る
。

生
活

保
護
を
受
給
し

、

福
祉
マ

ン

シ
ョ

ン

（

サ
ポ

ー

テ

ィ

ブ
ハ

ウ

ス
）

や
ア

パ

ー

ト
に

上
が
っ

た

高
齢
者
達
の

生

き
甲

斐
や

、

仲
間
づ

く
り

、

社
会
参

加
が

、

生

活
上

の

課
題

と

し
て

浮
上

す
る

と

共
に

、

「

死
」

や

「

葬
送
・

埋

骨
」

や

「

魂
の

行
方
」

の

問
題

が
ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル

な

課
題
と

し
て

浮
上
し

て

い

る
。

報
告
者
が
こ

の

よ

う
な
釜

ケ
崎
で

の

体
験
に

よ
っ

て

感
じ

さ
せ

ら
れ
た

こ

と

は
、

高
齢
者
達
の

殆
ど

が
、

過
酷
な

野
宿
生

活
を

経
験
し

て

き
た
こ

と

で
、

著
し
く
健
康
状

態
を

悪
化
さ

せ

て

い

る

と
い

う
こ

と

と
、

精
神
的
に

は

孤
絶
感
と

絶
え

ず
闘
っ

て

い

る
、

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

そ

の

結
果

、

た
っ

た
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一

人
で

死
ん
で

い

く
で

あ
ろ

う
自
分
の

死
を

、

い

つ

も
見
つ

め

な
が
ら
生
き
る

と
い

う
よ

う
な

、

死
と

生

が
裸
で

剥
き
出
し
に

な
っ

た

状

況
を
生
き

さ

せ

ら

れ

て

い

る
。

脳
梗
塞
を
抱
え
な

が

ら

働
い

て

い

る

四

十

代
の

労
働

者
は

、

「

軽
作

業
し
か
出

来
な
い

か

ら

仕
事
が

回
っ

て

こ

な
い

、

血

管
が

破
裂
し

て

病
院
に

運

ば

れ

た

方
が
よ
っ

ぽ

ど

楽
だ
」

、

と

語
っ

て

い

た
。

五

十
代
の

労
働
者
は

、

足
が
衰
え

て

よ
ち
よ

ち
歩
き
し

か

出
来
な
い

状
態
で

炊
き
出
し
に

列
ん
で

い

た

が
、

彼
は

肺
結
核
で

倒
れ
た

時
の

自
分
の

臨
死

体
験
を

語
っ

て

く

れ
た

。

ま
た

、

公
園

で

暮
ら

し

て

い

た

野
宿
者
は
、

「

真
っ

暗
闇
の

中
で

寝
て
い

る

と
、

本
当
に

寂
し

く
な
る

し
、

恐
怖
が

襲
っ

て

く

る
。

朝
、

目

が

覚
め

て
、

そ
の

ま
ま
死
ん
で

い

た
ら
ど

ん

な

に

か

楽
な
の

に
、

と

よ

く
思

う
」

、

と

語
っ

て

い

た
。

　

釜
ケ

崎
で

労
働
者
と

共
に

生
き

、

労
働
者
か

ら

学
び

な
が

ら

聖
書
の

再

解
釈
の

作
業
を
続
け
て

い

る
、

フ

ラ
ン

シ
ス

コ

会
司
祭
の

本

田

哲
郎
は

、

聖
書
の

「

メ

タ

ノ

イ
ア
」

と

い

う
言

葉
が
、

自
ら

の

罪
や

信

仰
の

足
ら

な

さ
を
「

悔
い

改
め

る
」

と

い

う
こ

と
で

は

な

く
、

「

も
の

ご

と

を

判
断

す
る

時
の

視
点

、

立
場
を

移
す
」

、

と

い

う
意

味
で

あ
る

と
い

う
。

そ

し

て
、

そ

の．
言

葉
を

用
い

た

イ
エ

ス

の
、

人
々

に

対
す
る

呼
び

か

け
は

、

「

苦
し
む
人
々

の

側
に

視
点
を

移
し

て
、

そ
こ

か
ら

す
べ

て

の

物
事
を
判

断
」

せ

よ
、

と
い

う
も

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　（
19）

の

で

あ
っ

た

と
い

う
の

で

あ
る

。

本
田

は
、

イ
エ

ス

が

出

会
っ

た

神
が

、

虐
げ
ら

れ
、

傷
つ

い

た

人
々

の
、

生

活
の

現
場
に

降
り
立

ち
、

社
会
の

谷
底
で

人
々

の

痛
み

や

苦
し

み

を

共
に

す
る

神
で

あ
っ

た

と
し

て
、

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　

　
　

わ
た

し
た

ち

は
、

今
自
分
が

置
か

れ

て

い

る

生

活
の

場
か
ら

、

「

天

と

地
」

を
、

す
な
わ

ち

信
仰
の

世

界
と

人
間
社
会
を

見
下

　

　
ろ

し
て

い

る

に

す
ぎ
な
い

よ

う
な

気
が

し

ま

す
。

今
い

る
と

こ

ろ

か

ら

で

も
、

充
分
に

見
え
て
い

る

と

思
っ

て

し

ま

う
の

で

す
。

　

　

し
か
し

、

神
は
、

イ
エ

ス

が

身
を
も
っ

て

示
さ
れ
た

よ

う
に

、

「

塵
」

と

「

芥
」

が

累
積
し

て
い

る

社
会
の

底
辺
に

ま
で

、

そ
こ

　

　
に

追
い

や

ら

れ

た

人
々

の

と

こ

ろ

ま
で

「

低
く
下
っ

て
」

、

そ
こ

か

ら

も

う
い

度
、

天
と

地
を

見
つ

め

て

欲
し
い

、

と

訴
え
て

お

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

（
20）

　

　

ら
れ
る

の

で

は

な
い

で

し
ょ

う
か

。
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最
も
低
い

地
点
（

凹
地
）

に

視
点
を
移
す

、

と
い

う
意
味
で

の

「

メ

タ

ノ

イ
ア
」

は
、

人

間
が

世

界
の

全

体
を
見

る

為
の

条
件
整
備

な
の

で

あ
る

。

そ
れ

は

凹
地
を
の

ぞ
き
込
み

、

そ
こ

に

手
を

差
し

伸
べ

る
、

と
い

う
こ

と

で

は

な
い

。

逆
に

、

凹

地

の

方
か

ら

発
信
さ

れ
て

く
る

光
に
よ
っ

て
、

自
分
自
身
の

生

活
や

意
識

、

自
ら

が
所
属
す
る

集
団
の

現
状
が

照
ら

し

出
さ

れ

る

よ

う
に
、

そ

の

場
に

身
を

晒
し

て

い

く
と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

本
田
は

、

神
の

「

福
音
」

が

伝
え

ら
れ
る

べ

き

は
、

支

援
を

受

け
て

い

る

凹

地
の

人
々

で

は

な

く
、

支
援
を
す
る

側
に

立
っ

た

「

宗
教
」

の

内
側
に

い

る

人
々

の

方
だ

、

と
い

う
の

で

あ
る

。

　
こ

の

本
田
の

問
い

か

け
は

、

宗
教

者
達
の

支
援
者
意
識
・

救
済
者
意
識
を
問
い

直
す
言
葉
と

し

て
、

傾
聴
に

値
す
る

。

す
な
わ

ち
、

教
え
ら
れ

る

側
、

宗
教
性
（

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ

テ
ィ
）

を

伝
え
ら

れ

る

側
は

、

支
援
活
動
に

関
わ
っ

て

い

る

宗
教
者
達
の

方
だ

、

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

そ
し
て

実
際
に

、

そ
の

よ

う
な
実
感
は

、

宗
教
の

違
い

を
超
え
て

、

釜

ケ
崎
の

活
動
に

関
わ
っ

た

多
く
の

宗
教
者
達

　
　

　

　
　
　（
趾）

が
共
有
し

て
い

る
。

　

釜
ケ

崎
で

生

活
を
す
る

高
齢
者
達
は

、

労

働
運
動
の

視
点
で

見
る

と

「

剥
奪
さ
れ
た

労
働
者
」

で

あ
る

が
、

宗

教
の

視

点
で

見
る

と
、

全
国
各
地
の

ど

こ

か
の

神
社
や

寺
の

「

氏
子
」

や

「

檀
徒
」

で

あ
り

、

あ
る
い

は

新
宗
教
の

「

信
徒
」

で

あ
る

か

も
知
れ

な
い

よ

う
な

、

「

ふ

る

さ
と

」

の

「

鎮
守
の

森
」

や

檀
那
寺
と

の

繋
が

り
を

心
の

奥
底
に

秘
め

て

い

る

「

家
郷

喪
失
者
」

達
で

あ

る
。

彼
等
の

多
く
は

、

家
郷
か

ら

切
り
離
さ

れ

て

い

る

が

故
に

強
い

家
郷
意
識
を

持
ち

、

深
い

伝
統
的
宗
教
意
識
を
生

き
て

い

る
。

　

釜
ケ

崎
や

大
都
市
の

「

ホ

ー

ム

レ

ス
」

問
題

は
、

全
国

各
地
の

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

崩
壊
の

問
題

で

あ
り
、

伝
統
宗

教
を

支
え
て

い

る

「

家
」

の

解
体
の

問
題

で

あ
り

、

そ
の

意
味
で

「

氏
子
」

や

「

檀
徒
」

や

「

信
徒
」

を
包

摂
し
て

い

る

諸
宗
教
の

包
摂

力
の

問
題
で

も

あ
る

。

つ

ま
り

、

現
代
社
会
に

生

き
る

人
々

の

「

苦
」

や

「

孤
立
」

の

状
況
は
、

諸

宗
教
の

外
に

あ
る

「

社
会
」

の

問
題
と
い

う
よ

り

も
、

そ
れ

ぞ
れ
の

宗
門
・

宗

派
の

内
側
の

教
団
実
態
問
題
で

あ
る

筈
な
の

で

あ
る

。
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真
宗
僧
侶
・

川
浪
剛
を

代
表
と

す
る

僧
侶
グ

ル

ー

プ

「

支
縁
の

ま
ち
サ
ン

ガ

人
阪
」

は
、

こ

の

よ

う
な

認
識
か

ら
、

釜

ケ

崎
を

主

な

フ

ィ

ー

ル

ド

に
、

生

活
孤
立

者
へ

の

見
守
り
や

、

伝
統
仏
教

儀
礼
を
通

じ

た

「

縁
」

づ

く
り
や

、

葬
送

支
援
の

活
動
を

開
始
し

て

い

る
。

　
ま

た

報
告
者
は

、

二

〇

〇

九

年
春
か

ら

は
、

前
年
秋
の

リ

ー
マ

ン

シ
ョ

ッ

ク

後、

派
遣
切
り
な

ど

に

よ

る

新
た

な
若
年
ホ

ー
ム

レ

ス

層
へ

の

緊
急
支
援
を
開
始
し

た

「

NPO

　
釜

ケ

崎
支
援
機
構
」

の

呼
び

か

け
で

、

連
合
大
阪
な

ど
の

労
働
組
合

、

労
働
福
祉
団
体

、

部
落
解
放
同
盟

な
ど

の

人
権
団
体

、

カ

ト

リ
ッ

ク

大
阪
教
区
・

新
宗
連

大
阪

事
務
所
・

金

光
教
大
阪
セ

ン

タ

ー

な

ど

の

宗
教
組
織

、

N

PO
、

有
志
の

宗
教
者
・

研
究
者
・

市
民
ら

と

共
に
、

「

誰
も
社
会
か

ら
こ

ぼ

れ

落
と

さ
な
い

た

め

の

新
し
い

セ

ー

フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト

を
、

市
民
の

共
同
事
業
で

作

り
上

げ
る
」

こ

と

を
目

的
に

設
立

さ

れ

た
、

「

大
阪
希
望

館
」

（

職
と

住
ま
い

を

無
く
し

た

若
者
達
の

再
出

発
セ

ン

タ

ー
）

の

共
同
運
営
事
業
に

参
画
し

て

い

る
。

ち
な

み

に

「

大
阪
希
望
館
」

は
、

多
人

数
の

入
所

者
を
一

箇
所
に

収
容
す

る

箱

物
施

設
の

名
称
で

は

な
い

。

そ
れ

は
、

常
時
レ
人

程
度
の

入

所
者
に

宿
泊
（

ア

パ

ー

ト
）

と
生

活
・

就
労
・

福
祉
相
談
の

場
所
（

「

相

談
セ

ン

タ

ー
」

）

を

提
供
し
な
が

ら
、

常
駐
職
員
が

行
っ

て

い

る
パ

ー

ソ

ナ
ル

サ

ポ
ー

ト

を

後
方
支

援
す
る

為
の

、

複
数
の

民
間
社
会

資
源

に

よ

る

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク

機
能

で

あ
り

、

同

時
に

、

「

大
阪
の

ま

ち

全

体
を
一

つ

の

大
き
な
セ

ー

フ

テ

ィ

ネ
ッ

ト

に

す
る
」

と
い

う
、

「

支

え
合
い

の

ま
ち
」

づ

く
り
運

動
と

し

て

の

包
括
的
な

目

標
を

示
す
旗
印
で

も
あ
る

。

　
そ

し

て
、

先
述
し
た

釜

ケ

崎
で

の

僧

侶
達
の

活
動
や
、

非
宗
教
セ

ク

タ
！

と

の

協
働
に

よ

る

「

大
阪
希
望
館
」

起
ち
あ
げ
を
契

機
と

し

て
、

二

〇
一

一

年

春
、

「

宗
教
」

（

宗

教
者

、

宗
教

施
設

、

宗
教
文

化）

が

関
わ

る

「

支
縁
」

活
動
（

「

繋
が

り
」

の

形

成
と

「

寄

り

添
い
」

に

よ

る

伴

走
的
支
援
）

の

ネ
ッ

ト

ワ

ー

キ
ン

グ
と

、

諸

宗
教
を

拠
点
と

し
た

「

支
え

合
い

の

ま
ち
」

づ

く
り
を
目

指
す

、

「

支

縁
の

ま
ち
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク
」

が

起
ち
あ
が
っ

た
。
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注
（

1
）
　
釜

ケ
崎
に
は
、

約
○・
六

平
方
キ

ロ

メ

ー

ト
ル

の

空
間
に

、

野
宿
者
や

二

万
人

の

単

身

旦
雇
い

労
働
者
と

約
一

六

〇

軒
の

簡
易
宿
泊
所
（
ド
ヤ
）

が

　
　
密
集
し

て

い

る
。

（

2
）
　
ジ

ョ

ッ

ク
・

ヤ

ン

グ

『

排
除
型

社
会
」

洛
北
出
版、

二

〇

〇
七

年
。

（

3
）
　
島

和
博
『

現
代
日

本
の

野

宿
生

活
者
」

学
文
社、

一

九
九
九

年
。

（

4
）
　
全

国
野

宿
生

活
者
の

概
数
に

つ

い

て、

厚
生
労
働
省
が

指
定

都
市
・

中
核
市
・

県
庁
所
在
地

か
ら
の

報
告
を
集
計
し

た

数
は
、

二

〇

〇

三

年
調
査
で

　
　
は
約
二

万
五
千
人
で

あ
る

（

松
繁
逸

夫
・

安
江
鈴
子
『
ホ

ー

ム

レ

ス

の

入
権
』

解
放
出
版

社
、

二

〇

〇

三

年）
。

こ

の

調
査
は
、

昼
間

行
わ

れ
た
の

で

　
　
あ
る

が
、

昼
間
は

小
屋
を
建
て

ず
に

労
働
し
て

い

る
人
や、

寝
る

場
所
を
転
々

と
移
動
し
て

い

る
人
も

多
く

、

特
定
す
る

こ

と

は

困
難
で

あ
り、

実
際

　
　
の

野

宿
者
数
は

調
査

結
果
よ

り
も

大
き

く
上
回
る
と

考
え
ら
れ
る

。

例
え
ば、

最
も
数

値
の

高
い

大
阪
市
の

場
合
は
、

約
六

千
人
と
い

う
調
査
結
果
で

　
　
あ
る

が
、

実
際
に

は
一

万
人
か

ら
一

万
五

千
人
く
ら
い

で

は
な
い

か、

と
い

う
こ

と

が

支
援
団

体
の

間
で

は
言
わ
れ
て

い

た
。

　
　

　
ま
た
、

こ

の

二

〇

〇
三

年
の

厚
生

労
働
省
に

よ
る
野
宿
生
活

者
（
全
国
二
一

三
六
人）

か
ら
の

聞
き

取
り
調
査
か
ら
は
、

野
宿
生

活
者
達
の

約
半
数

　
　
が

、

建
築
関
係
の

仕
事
に

従

事
し

て

い

た

人
々

で

あ

り
、

雇
用

形
態
で

は
口

雇
い

が

三
六
％

を

占
め
て

い

る

こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

釜
ケ

崎
や

山

　
　
谷
な
ど

大
都
市
の

「

寄
せ

場
」

で

生

活
す
る

旦
雇

い

労
働

者
達
は
、

仕
事
に

ア

ブ
レ

れ
ば
ア

オ
カ

ン

を

す
る

、

と
い

う
生
活
を
送
っ

て

き
た
が
、

建
築

　
　

産
業
が
旺
盛
で

あ
っ

た
こ

ろ

は

長
期

間
野
宿
生

活
を

送
る

労
働

者
は

存
在
し
な
か
っ

た
。

九
〇

年
代
に

入
っ

て
、

不
況
に

よ
る

建
築
産

業
の

低
迷
か

　
　
ら

、

仕
事
が

な

く
な

り
長
期

野
宿
生

活
を

強
い

ら
れ
る

よ

う
に

な
っ

た
ケ

ー

ス

が

多
い

の

で

あ
る

。

大
阪
市
内
で

は
、

野
宿

者
全

体
の

五

八

％

が

釜

ケ

　
　

崎
か

ら
就
労
し
た
経

験
を

持
つ

人
々

で

あ
る
、

と

い

う
調
査

報
告
も
あ
る

（
青
木
秀
男
『

現
代
日
本
の

都
市
下
層
』

明
石
書
店、

二

〇
〇

〇

年）
。

す

　
　
な
わ

ち、

九
〇

年
代
後
半
か
ら

大
都
市
全
域
に

野
宿
生
活

者
の

姿
が

見
ら
れ
る

よ

う
に

な
っ

た

大
き
な

要
因
は
、

旦
雇
い

労
働
の

唯
一

の

受
け
皿

と

な

　
　
っ

て

い

た

建
築
産
業
か
ら

の

求
人
が

激
減
し

た
こ

と
に

連

動
し

て
、

労
働
者
（

特
に

高
齢
労
働

者
）

が

「

寄
せ

場
」

か
ら

市
内

各
地
に

職
（

ダ

ン

ボ

ー

　
　
ル
・

ア

キ

カ

ン

集
め

な
ど
の

廃
品
回
収
）

を
求
め
て

拡
散
し

て

い

っ

た
こ

と
に

よ
る

。

　
　

　
し
か

し

同
時
に

、

日

雇
い

建
築
労
働
者
で

は
な
い

人
々

も
四

〇

％

近

く
い

る
。

大
阪
市
の

場
合
で

い

え
ば
、

建
築
業
以

外
の

不
安
定
就
労
層、

つ

ま

　
　

り
運

転
手
・

ボ
イ

ラ

ー

マ

ン

・

パ

チ

ン

コ

店
店
員
・

食
堂

店
員
や

、

零
細
企

業
の

労
務
職
種

、

製
造
工

場
の

派
遣
社
員
・

期
間
労
働
者
な
ど

が
、

企
業

　
　

倒
産
・

リ
ス

ト
ラ

に

よ
っ

て
、

釜

ケ
崎
を

経
由
し

な
い

で

い

き
な
り
野
宿
化
し

た

ケ
ー

ス

が

確
認
さ
れ

て

い

る

（

青
木
『

現
代
日

本
の

都
市
下
層
』

）

。

　
　
そ

の

他、

借
金
か

ら

の

逃
亡

な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ケ

ー

ス

に

よ

る

野
宿
化
の

増
加
が

支
援
団
体
に
よ
っ

て

確
認
さ
れ
て

い

た
。

（
5）
　
「

市
民
」

の

概
念
に
つ

い

て

は、

奥
田

浩
二

が
、

「
ホ

ー

ム

レ

ス

状
態
に

あ
る
」

人
々

を
支
援
す
る

立
場
か
ら
問
題
化
し
て

い

る
。

奥
田
は、

社
会
的

　
　
に

排
除
さ
れ
た

多
様
な
人
々

が
「

主

権
者
で

あ
り
基

本
的
入

権
を

享
受
し

行
使
す
る

主
体
で

あ
る
」

こ

と

を
明

確
に

す
る

意

図
か

ら、

「

ホ

ー

ム

レ

ス
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状
態
に
あ
る
市
民
」

と
い

う
表
現
を

用
い

て

い

る
。

奥
田
浩
二

「

ホ

ー

ム

レ

ス

状
態
に

あ
る

市
民
を

理
解
し

支
援
す
る

た
め
に

」

（

『

ホ

ー

ム

レ

ス

と

社

　
　
会
　
く
o
ド

し。
』

明
石
書
店、

二

〇
一

〇

年）
。

（
6）
　
青
木
秀
雄
編
著
『
場
所
を

あ
け
ろ

ー

　
寄
せ

場
／
ホ

ー

ム

レ

ス

の

社
会
学
』

松
籟
社、

一

九

九
九

年
。

（
7）
　
白
波
瀬
達
也
「

教
会
に

集

う
野
宿
者
の

意
味
世
界
」

（
青
木
秀

雄
編

『

ホ
ー

ム

レ

ス

・

ス

タ

デ

ィ

ー

ズ
』

ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

圭

旦

房
、

二

〇
一

〇

年）
。

（
8）
　
例
え
ば
、

ソ

ル

カ

マ

の

メ

ン

バ

ー

で

あ
る

金

光
教
教
師
が、

地
域
の

公

園
で

暮
ら
す
野
宿
者
達
へ

の

食
事
支

援
を
目

的
に
、

教
会
で

バ

ザ
ー

を
開
催

　
　
し

た
こ

と
が

あ
る

。

呼
び
か

け
の

チ

ラ

シ

に

対
す
る

最
初
の

問
い

合
わ
せ

は
、

野
宿
者
を
犯
罪
予
備
軍
と

見
な

し
て

の
、

抗
議
の

電
話
で

あ
っ

た
。

そ

　
　
の

頃、

同
地
域
で

は

自
転
車
の

盗

難
事
件
が

多
発
し
て

お

り、

犯
人
は

公

園
野
宿
者
達
で

は

な
い

か
、

と
い

う
噂
が

立
て

ら

れ
て

い

た

の

で

あ
る

。

（
9）
　
池
上

良
正

「

岩
波
講
座

　
宗
教
6
　
絆
　
　
共
同

性
を

問
い

直
す
』

序
論、

岩
波
書
店、

二

〇

〇

四

年
。

（
10）
　
「

路
上
死
」

冖

＝
一．
一
件
の

死
亡

実
態
に

つ

い

て
、

前
記

『

ホ
ー

ム

レ

ス

の

人
権
』

で

は
、

「

野

宿
生
活

者
の

死
亡

発
見

時
の

所
持
金
は
、

『

一

文
無
し

』

　
　
と
い

っ

て

い

い

一

〇

〇

円

未

満
が
四
一
・
五
％

で
、

一

食
分
も
心
許
な
い

金
額
五

〇
〇
円
未
満
と
合
わ

せ

る

と
五

七

去．
％
」

で

あ
っ

た
、

と

餌
説
し

て

　
　
い

る
。

ま
た

死
亡

発
見
場
所
は

、

路
上
（
五

二

％
）

や

公

園
（
二

四
％）

な
ど
が

殆
ど
で
、

駅
、

地
下

街
（
五
％）

の

よ

う
に
多
く
の

人
が

行
き
交

う

　
　
空

間
で

も
亡

く
な

っ

て

お

り
、

半
数
以
上
（
五

三

％）

の

人

が
、

寝
場
所
と
し
て

い

る

と
こ

ろ

（

テ

ン

ト、

布
団
・

毛

布
、

段
ボ
ー

ル

ハ

ウ

ス

な

ど
）

　
　
で

亡

く
な
っ

て

い

た
こ

と
が

報
告
さ
れ
て

い

る
。

（
11
）
　

生

田
武
志
『

〈

野
宿
者
襲
撃
V

論
』

人
文
書
院、

二

〇

〇

五

年。

（
12
）
　
堤
圭
四

郎
「

市
民
の

ま
な
ざ
し

」

（

森
田
洋
司
編
『

落
層
　
野
宿
に

生
き
る
』

R
経
大
阪
PR

企

画
出
版
部
）

、

二

〇
〇
一

年
。

（
13
）

　
例
え
ば

、

一

九
九
九

年
に

、

長
居
公

園
（

大
阪
市）

周
辺
で

野

宿
者
が

女
性
を
レ

イ

プ
し

て

い

る
、

と
い

う
噂
が
流
さ
れ

た

こ

と
が

あ
る

。

そ
れ

　
　
は

、

と

見
る

差

別
意

識
・

偏
見
に

根
ざ
し
た
虚
偽
の

噂
で

あ
っ

た

が、

そ
の

よ
う
な
風

評
が
故
意
に

流
さ
れ

た

と
い

う
こ

と
の

背
景
に

は、

同
公
園
か

　
　
ら

野

宿
者
を
追

放
し
よ
う
と

願
う
地
域
住
民
達
の

欲
求
が
あ
っ

た

も
の

と

思
わ
れ
る

。

（
14
）

　
橘
安
純
HP

「

生
き
る

人

　
歩
く

冬
」

（
算
け

回
＼

＼

『
 

益
αq
Φ
oP80

冖

づ
Φ

な
＼

蒙
歪
謡
匹

嵳
」

乱
Φ

匿゚

算
巨
）

。

橘
へ

の

イ

ン

タ
ビ

ュ

ー

は
、

ω
○

信

＝
旨

釜

　
　
ケ

崎

編
著

『

貧
魂
社
会
ニ

ッ

ポ
ン

へ

　
　
釜
ケ
崎
か
ら
の

発
信
』

ア
ッ

ト
ワ
ー

ク
ス
、

二

〇
〇

八

年、

に

掲
載
さ
れ

て

い

る
。

（

15
）
　
北

村
年
子
『

「

ホ

ー

ム

レ

ス
」

襲
撃
事
件
　
　
弱
者
い

じ
め

の

連

鎖
を

絶
つ
』

太

郎
次

郎
社

、

一

九
九
七
年

。

（

16
）
　
福

嶋
義
次
「

維
新
期
に

お

け

る
金

光
大
神
の

視
座
」

（
金

光
教
教

学
研
究

所
紀
要

『

金

光
教

学
』

第
一

二

号、

金
光
教
教

学
研

究
所、

一

九
七
二

　
　
年）

。

（

17
）
　
「

藤
守
先
生

講
話
集
」

刊
行

委
員

会
編

『

A

新
訂
版
V

藤
守
先
生

講
話
集
』

金

光
教
親
光
会、

二

〇

〇

七

年
。

（

18
）
　
拙

論
「

民
衆

宗
教
運
動
の

再
発
見
　
　
被
差
別
部
落
史
と
の

接
続
か

ら
」

（
『

明
日
を

拓
く

』

七

七
・

七
八

号
、

東
日

本
部
落
解
放
研
究
所

、

二

〇
〇
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九

年）
。

（
19
）
　
本
田

哲

郎
『

釜
ケ
崎
と

福

音
　
　

神
は

貧
し
く
小
さ
く
さ
れ
た

者
と

共
に』

岩
波
書

店、

二

〇

〇

六
年。

（
20
）
　
本
田

哲

郎
『

小
さ
く
さ
れ
た

者
の

側
に

立
つ

神
』

新
世
社、

一

九
九
〇

年
。

（
21
）

　
入
佐
明
美
「

釜
ケ

崎
は

私
の

学
校
」

、

糶
鳥
柳
一

「

仏
教
者
の

私
は
釜

ケ
崎
で

何
を

見
て

し
ま
っ

た
か
」 、

　
　
れ

も

前
掲

『

貧
魂
社
会
ニ

ッ

ポ
ン

へ

』

所
収）
。

川
浪
剛
「

僧
に

非
ず、

俗
に

非

ず
」

（
何
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 The  Task  of Religious Movements
    in an  Era of  Loosening Bonds

How  Open is "Religion"

 to People's "Sufferings"?

WATANABE  Jun'ichi

The  weakening  of  bonds between  people  in modern  Japanese soeiety  has

made  it dilificult to recognize  various  problems  in local societies and  to sup-

port people suffering  from these problems.  In this era  which  is filled with

such  
"difficulties"

 and  in which  human  bonds to sustain  lives have weak-

ened,  religious  workers  should  make  connections  with  the 
"suffereings"

 of

contemporary  people and  alter religious  facilities int.o strongholds  for
changing  local society.  In the organized  institutions of  religion,  original

experiences  are  embedded  as  the devices of 
"collective

 memory"  that could
help to transcend  the modern  framework of community,  Various attempts
of  religious  workers  engaging  in social  support  are  not  just arbitrary  

"con-

tributions to society"  from the side  of  
"religion,"

 but also  can  be a moment

of  awakening  for religious  workers  themselves.  This experience  can  urge

them  to re-inquire  concerning  the bond of  
"religion"

 itself, from  the stand-

point of  
"sufferings,"

 and  reinvigorate  the memory  of  original  cooperation.

(s7s) 44


